
◆改憲と戦争をめぐる歴史的決戦
あけましておめでとうございます。2016年は改憲と戦争

を許すのか否かをめぐる歴史的決戦です。安倍政権は７月

参院選をテコに、｢緊急事態条項｣新設を狙っています。

｢緊急事態条項｣(＝非常大権・国家緊急権)とは、『内閣

が全権を掌握して憲法停止を宣言できる』というものであ

り、これ自体が現行憲法破棄＝戦争突入攻撃そのものです。

全学連は７月参院選を｢戦争絶対反対｣の唯一の候補･鈴木

たつお弁護士とともに全力で闘います(詳細は裏面)。

◆キャンパスから反戦ストに立ち上がろう！
韓国･民主労総が１月８日にパククネ打倒を掲げたゼネ

ストを呼びかけています。世界で｢世界戦争の危機｣をうち

破る労働者･学生の｢生きさせろ｣の決起が始まっています。

時代が大きく動き出す中で、今の大学は学生を｢単位(授

業)-就活-奨学金(学費)｣で縛りつけ、未来を奪っています。

2006年３月から始まった法大闘争はまさに、学生の政治

活動を禁圧し、教育(学問)を金儲けの道具にして戦争に加

担する今の腐りきった大学に対する反乱です。

昨年10月の京大反戦ストライキをさらに発展させ、法政

大学学生自治会の復権と反戦ストライキを爆発させよう！

全日本学生自治会総連合(斎藤郁真委員長)
03-3651-4861 mail_cn001@zengakuren.jp http://www.zengakuren.jp

法大闘争10周年！改憲阻止！安倍たおせ！

武田君への｢無期停学｣処分を撤回しろ！

１.20法大包囲デモ
１月20日(水) 12時40分～（13時デモ出発）

市ヶ谷キャンパス･外濠校舎前に集合

処分撤回裁判･控訴審
１月20日(水) 14時半～ ＠東京高裁822号法廷

※2012年に｢無期停学｣処分を受けた武田君への処分撤回を求める裁判です

韓国ゼネスト連帯行動【昨年12月16日、代々木公園にて】

【写真】民主労総･ハンサンギュン委員長(写真中央)が逮捕直前に｢私を

拘束してもこの闘いを止めることはできない。組合員同志を信じて闘い

ぬく｣と熱烈なアピール(12月10日)



◆｢日韓合意｣は新たな戦争行為
年末に強行された｢慰安婦問題｣での｢日韓合意｣は、朝鮮

半島有事＝朝鮮侵略戦争突入を狙う日韓米による戦争政治

です。安倍政権は今回の｢合意｣で、｢韓国側が慰安婦問題

を今後蒸し返さない確約を得る｣ことを最大の狙いとして

います。｢最終的かつ不可逆に解決されることを確認する｣

とし、かつての戦争で日本軍が行ってきた『慰安婦政策』

を抹殺しようとしているのです。

さらに安倍政権は、｢在韓国日本大使館前の少女像撤去｣

を条件に、｢韓国政府が元慰安婦を支援する財団を設立し、

日本政府の予算で10億円程度を拠出する｣としています。

これは、｢1965年日韓条約と請求権協定ですべての賠償問

題が解決された｣というとんでもない居直りをもとに、｢慰

安婦問題｣という日本の戦争犯罪を歴史から抹殺し、新た

な朝鮮侵略戦争にのりだす戦争宣言です。絶対に許せない！

◆韓国学生の決起に続こう！
｢合意｣を受け、韓国全土で｢歴史の正義と被害者の人権

を捨てた日本軍『慰安婦』問題の屈辱合意を糾弾する！｣

(韓国47団体共同記者会見文)、｢第２の韓日協定、屈辱的

韓日外交長官会談合意を強力に糾弾する｣(民主労総と韓国

労総の共同声明)と怒りが燃え広がっています。ソウルの

日本大使館前では連日、韓国の学生が抗議集会やデモを行っ

ています(＝写真下)。これと連帯し、日本から｢改憲阻止！

安倍打倒！｣の学生の大デモを巻き起こそう！

日米安保と戦争を容認する｢国民連合政府｣をうちだした

日本共産党は、｢国会開会式出席｣(戦後初めて)と｢日韓合

意礼賛｣で完全に戦争翼賛の立場をむきだしにしています。

さらに１月６日の北朝鮮の｢水爆実験｣で世界史は新たな

段階に突入しました。2016年を、｢世界戦争の危機｣を労働

者･学生の団結した行動で打ち破る年にしよう！

日本軍「慰安婦」韓日交渉廃棄のための大学生対策委員会メンバーと

大学生が、ソウル鍾路区の駐韓日本大使館前の少女像横で『屈辱的な

日本軍慰安婦韓日交渉廃棄』を主張し座り込みをしている(１月3日)

７月参院選に立つ

◆新しい労働者の政党をつくろう！
2016年は、戦争と貧困の安倍政治を打ち倒し、労働者民衆が

主人公の新しい社会を切り開く年です。７月参院選はまさに改

憲をめぐる決戦になります。日本共産党の｢国民連合政府｣構想

は、安保を容認し、｢自衛｣の名で戦争を進めるということです。

今こそ、｢戦争絶対反対｣で闘う本物の労働者の政党が必要で

す。全学連は７月参院選を闘う鈴木たつお弁護士を応援します。

◆鈴木たつお弁護士プロフィール
＊第二東京弁護士会所属。｢許すな改憲！大行動｣代表呼びかけ人。

＊2014年東京都知事選と衆院選(東京８区)に立候補。

12月28日付『産経新聞』号外


